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概要 
通常の押出しは，断面形状が変化しない真直な長尺材を大量に製造するために用いられる．このた
め，湾曲した長尺製品の製造には，押出された長尺材に曲げ加工などの二次加工を施す必要があった．
ここで提案する方法は，押出しと同時に曲げ加工を施すことを可能にした画期的な方法であり，必
要に応じて曲げる量を任意に変化させることが容易にできる方法である．本方法を利用することによ
り，湾曲した建築部材，自動車用スペースフレームなど湾曲した部分を持つ構造材を押出しにより製
造することが可能になる． 
 
 
 
 
 
グラフィカルな社会還元までのチャート 
関連している企業・大学・団体等  
関連する特許 1件  
関連する論文 1編 塑性と加工，40 巻 462 号（1999），pp. 61～63 
 
【押出し材の曲がりの
発生方法】 
ダイスを傾斜させて押
出す方法を提案し，押し
出し装置を試作 長手方向に曲がり量を
連続的に変化する製品
の製造技術 
曲げながら押出す技
術の開発 
≪湾曲長尺部材を製
造したい！≫ 
従来法：押出し+二次
加工（曲げ加工など） 
自動車用スペースフレーム 
建築用湾曲部材など 
要求：『二次加工は省
略できないか』 
現状：有効な方法が
ない． 
押出し時に発生する曲
がりを抑制する技術
新技術
 
湾曲量を自在に制御
する方法を検討中 
 
シーズ シーズ
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ダイス （押出し時の様子） 
押出し方法 
湾曲量制御
押出し加工
法
